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コスタリカ人日本ㄒ学⩦⪅のゝㄒ学⩦ビリーフの特徴 
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【せ旨】 

本稿では、コスタリカ人日本ㄒ学習者を対㇟にゝㄒ学習ビリーフㄪ査を⾜なった。ㄪ

査の目的は、コスタリカ人日本ㄒ学習者の特徴を把握することにより、コスタリカでの

日本ㄒ教育を発展・改善するためである。本ㄪ査結果を、メキシコを対㇟とした先⾜研

究結果と比べることにより、コスタリカ人のビリーフを把握する。それに加え、コスタ

リカ人学習者を「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」の 2 グループに分け、t 検定を

用い比㍑した。その結果、全 51 㡯目中 9 㡯目で有意差が確ㄆされた。 
コスタリカの現状を把握することにより、日本国内の日本ㄒ教育や日本ㄒ教育が盛ん

な海外とは㐪うコスタリカの日本ㄒ教育というものを意㆑し、コスタリカにあったコー

ス・授業デザインが必せになってくるだろう。 
 
 
1㸬はじめに 

海外での日本ㄒ教育は年々学

習者が増えており、日本から㐲

く経済的な繋がりもⷧい中米の

コスタリカでも同様である。⾲

1 は、国㝿交流基㔠㸦以下 JF㸧
の海外の日本ㄒ教育機㛵ㄪ査を

まとめたものである。㏵中で増

減はあるが、各㡯目とも年々増

加の傾向がぢられる。コスタリカでは 2015 年にメキシコを㝖いた中米カリブ地域におい

て初めての日本ㄒ能力ヨ㦂を実施し、これも年々受㦂者が増加している。日系移民の多

いメキシコを㝖けば、㊥㞳的に㐲く日本との㛵係がⷧい中米地域において、日本ㄒはあ

まり盛んではなかったが、国㝿協力機構㸦以下 JICA㸧などの支援やアニメなどの日本の

ポップカルチャーの流⾜などにより、コスタリカでも日本ㄒ教育が徐々に根付いてきて

いる。しかし、2 節「先⾜研究」でヲ㏙するが、メキシコを㝖いた中米地域での日本ㄒ教

育に㛵わる研究はほとんどなされていない。 

⾲ 1. JFによるコスタリカ日本ㄒ教⫱の変㑄のまとめ 

ㄪ査年 機㛵数 教師数 母ㄒヰ者教師数 学習者数 
1974 1 2 ㄪ査未実施 25 

1979-80 2 3 ï 34 
1984-85 2 3 ï 44 

1990 2 3 ï 121 
1993 4 8 ï 155 
1998 5 11 9 244 
2003 5 10 4 261 
2006 7 14 10 482 
2009 7 16 11 380 
2012 8 20 16 635 
2015 8 26 14 522 
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筆者は、2015 年 9 月から 2017 年 12 月まで、JICA 㟷年海外協力㝲ボランティアの日

本ㄒ教育㝲員として、コスタリカ大学に派㐵された。そこで、コスタリカ人と日本人の

ゝㄒ学習に㛵するビリーフの㐪いを経㦂し、日本ㄒクラスの㐠営に戸惑った。そのよう

な経㦂から、コスタリカの日本ㄒ教育を改善、発展させるためには、まずコスタリカ人

日本ㄒ学習者㸦以下 CRS㸧のビリーフの特徴を把握することが㔜せではないかと考えた。

そのため、本稿では、ビリーフの先⾜研究がなされているメキシコとの比㍑をし、CRS
のビリーフの特徴を明らかにする。そして、先⾜研究でも指摘されている学習者の所属

機㛵種別のビリーフの㐪いをコスタリカでも明らかにするため、CRS の所属教育機㛵種

別のビリーフの特徴の㐪いを明らかにし、ヲ細な CRS のビリーフの特徴の把握をヨみる

ことを目指す。 
 

2㸬先⾜研✲ 

日本ㄒ教育学会編『新版日本ㄒ教育事典』㸦2005:807㸧では、「ゝㄒ学習についての信

念㸦ビリーフ㸧とは、ゝㄒ学習の方法・効果などについて人が自ぬ的または無自ぬ的に

もっている信念や確信を指す」とされている。教師と学習者の㛫にはビリーフのギャッ

プがあり、「こうした場合、両者のㄪ整が不十分なまま授業を強⾜すると学習者の積極的

な参加を得ることはできない」と㏙べられている。 
岡崎㸦1999:147-148㸧では、「ゝㄒ教育をどうすすめるべきかに㛵わる考え方はその文

化の影㡪を強く受けている。ここで取り上げるゝㄒ学習についての確信も文化的背景に

よって大きくつ定さているものである」。そして、「教師の出㌟文化に基づく確信と学習

者の出㌟文化に基づく確信とが時には対立し時には歩み寄るという形の相互交渉が㸦中

略㸧不断に⾜われている」と㏙べられ、出㌟文化による㐪いがビリーフの対立を生むと

指摘されている。先⾜研究を㋃まえ、本稿ではビリーフを「人が自ぬ的・無自ぬ的にも

っているゝㄒ学習についての考え方で、文化的背景やそれまでの経㦂や知㆑などから形

作られるもの」とする。 
学習者のビリーフㄪ査研究は、Horwitz㸦1987㸧がⱥㄒ学習者のビリーフをㄪ査する

ためビリーフ㉁問ㄪ査紙 BALLI㸦Beliefs About Language Learning Inventory㸧を作成

しㄪ査を⾜ない、その後、この㉁問ㄪ査紙 BALLI が日本ㄒ教育にも用いられ、世界各国

の日本ㄒ学習者のビリーフㄪ査研究が⾜われた。例えば、中国㸦岡崎 2002㸧、㡑国㸦呉

2007㸧などが挙げられるが、主に学習者数が多い国を対㇟としてのものがほとんどで、

コスタリカでのㄪ査研究は⾜われていない。 
コスタリカに㊥㞳的・文化的に一番㏆いと思われる対㇟のビリーフ研究では、メキシ

コ人日本ㄒ学習者を対㇟とした㧗崎㸦2014㸧が挙げられる。㧗崎㸦2014:23㸧は、メキシ

コ人学習者の特徴を「教室内外を問わず日本ㄒでの会ヰや交流を楽しみにしていること、

聴ゎやヰす活動は好むが、ㄒ彙やㄞゎ等の文字を⾜動対㇟とする学習指向は低いこと等

である。加えて、ゝㄒ学習について楽ほ的で教師の直接指導に対して期待が㧗いことも

窺えた」と㏙べている。 
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さらに、㧗崎㸦2014:32㸧はㄪ査対㇟者を所属教育機㛵種別に「ㄒ学学校」と「大学」

に分け、「就職のチャンスへの期待」について「機㛵種別では、大学よりもㄒ学学校のほ

うで意㆑が強い」と㏙べ、学習者の特徴は所属する機㛵種別によってビリーフに差異が

ぢられることを示した。しかし、「就職のチャンスへの期待」という㡯目においてのみ、

それが㏙べられており、それ以外の差異についてはゐれられていない。 
㜿㒊㸦2013㸧は、スペインのマドリードにおける日本ㄒ学習者のビリーフㄪ査を⾜い、

対㇟者を所属する教育機㛵である大学、大学付属ㄒ学センター、公立ㄒ学学校の 3つのカ

テゴリーに分け比㍑し、経済ゝㄒ学的ほ点から考察を⾜った。それによると、大学とそ

れ以外の教育機㛵㸦ㄒ学センターとㄒ学学校㸧との㛫に大きな差異があり、「ゝㄒ学習に

対するコスト意㆑の㐪いから、教師の役割や自分のゝㄒ技能や成績に対する考え方の㐪

いが現れたことが分析できた」㸦p.175㸧と㏙べ、学習者の所属機㛵種別により、学習者

のビリーフの特徴に㐪いがあることが示唆された。その原因として、「ㄒ学学校やㄒ学セ

ンターで学習する場合、大学の授業料とは㐪って、日本ㄒ習得のためだけに授業料を支

払うこととなる。そのような場合、ゝㄒ学習に対する意㆑は相対的に㧗くなり、㸦中略㸧

コスト意㆑を反映した「自分の成績や出来具合に対する敏感な意㆑」と、「日本ㄒの㞴し

さやゝㄒ技能習得㸦特に発㡢㸧の㔜せさへの意㆑」がぢて取れた」㸦p.175㸧と㏙べてい

る。 
本稿では、CRS のビリーフの特徴を把握するために、同じ文化・ゝㄒ圏でもあるメキ

シコとの比㍑を㧗崎㸦2014㸧のデータを用いて⾜う。さらに、よりヲ細なグ㏙を目指し、

先⾜研究でも示唆された所属教育機㛵種別のビリーフの特徴の㐪いを把握するため、

CRS の所属教育機㛵を㧗等教育機㛵㸦大学㸧とその他の教育機㛵㸦ㄒ学学校等㸧に分け、

その比㍑を㏻して CRS のビリーフの特徴の把握をヨみる。 
 
3㸬ㄪ査 

3-1 ㄪ査方法 

 本稿では、メキシコとの比㍑を㏻して CRS のビリーフの特徴を把握しようとする目的

のため、㧗崎㸦2014㸧で用いられたメキシコ版 BALLI の一㒊をコスタリカ向けに手直し

したものを用いる。ビリーフ研究では、対㇟や目的に合わせて BALLI の㉁問㡯目の増

減・改変を⾜うが、本稿では比㍑のためこれらは⾜わず、㉁問内容は基本的1には同じで

ある。 
本稿での BALLI には㉁問㡯目が 51 㡯目タ定されており、回答者はそれに対して「①

強く㈶成」「②㈶成」「③㈶成でも反対でもない」「④反対」「⑤強く反対」を㑅択する。

データ収㞟後、回答平均値と標準偏差をィ算し、それをメキシコとの比㍑に用いる。一

般的なビリーフ研究であれば、統ィ処理を施し、対㇟グループの平均値㛫に有意差があ

るかどうかをㄪ査するが、検定に必せなデータがメキシコのものについて全て揃えられ

                                                   
1 ㉁問内容の本㉁的な変更はないが、スペインㄒの⾲現をコスタリカ向けに修正した。 
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ないものもあるため、本稿では検定を⾜わず平均値の比㍑にとどまることをここに断っ

ておく。 
本稿ではよりヲしい CRS のビリーフの特徴を把握するため、メキシコとの比㍑に加え、

データが全て手元にある CRS を機㛵種別に分け、統ィ処理を⾜う。具体的には、今回の

ㄪ査協力者は日本ㄒ教育機㛵種別でぢると、「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」に

二分される。「㧗等教育機㛵」とは大学を、「その他の教育機㛵」とはㄒ学学校等を指し

ている。先⾜研究でも指摘されていたが、日本でもそうだが、大学でⱥㄒを学ぶことと、

ⱥ会ヰ教室などで学ぶことは、学習内容も、学習者のニーズ・動機も㐪うというのは自

明のことである。そして、学習者がㄒ学学習に対し対価を支払うかどうかということも

大きな㐪いである2。これらの㐪いから、コスタリカでも教育機㛵種別で学習者のビリー

フに㐪いがあるのではと考え、CRS を「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」に分け

統ィ処理を施し、㐪いをぢていく。 
具体的なㄪ査実施方法は、インターネットを㏻したアンケート実施方法「Google form」

を利用し、コスタリカ日本ㄒ教師会協力のもと、コスタリカ人日本ㄒ学習者に対してㄪ

査を⾜なった。ㄪ査時期は 2018 年 9 月から 10 月である。 
 

 3-2 ㄪ査協力⪅ 

⾲ 2 に本稿の考察対㇟となる日本ㄒ学習者の情報を示す。⾲ 2 の CRS は筆者が実㝿に

収㞟したコスタリカ人日本ㄒ学習者の情報で、MXS は㧗崎㸦2014㸧で用いられたメキシ

コ人日本ㄒ学習者のものである。⾲ 3 は、CRS274 人を所属教育機㛵種別にまとめたもの

である。機㛵種別でぢると「その他の教育機㛵」に 151 人、「㧗等教育機㛵」に 123 人

となっている。年㱋をぢてみると、「その他」グループは平均 25.5 歳、上は 74 歳から下

は 14 歳と幅広い。一般向けのㄒ学教室のため、様々な年㱋、職業の人が学んでいるのが

特徴である。「㧗等」グループは平均年㱋 21.9 歳、上は 49 歳から下は 17 歳となってい

る。このグループは、大学の第二ゝㄒ㑅択科目で学んでいる学習者で、10 代後半から 20
代前半の大学生が大半を占めているのが特徴である。20 代後半以上の働きながら大学に

㏻っている層も少数存在している。 
 

 

 

 

 

 

 

                                                   
2 実㝿にはコスタリカの大学は日本の大学と㐪い、各授業を履修登㘓するのに料㔠が掛かる

が、ㄒ学学校に比べたら安価である。 
3 MXS の情報は㧗崎㸦2014:26㸧の⾲ 2 を基に作成。 

⾲ 2. ⪃察対㇟⪅情報 

  CRS MXS3 
⥲数 274 人 243 人 

男女比 
男 44.5% (122 人) 
女 55.5% (152 人) 

男 51% 
女 49% 

平均年㱋 23.9 歳 23 歳 
平均学⩦歴 1 年 1 ヶ月 2 年 1 ヶ月 
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⾲ 3. CRS機㛵✀別情報 

 機㛵別学⩦⪅数 ィ 平均年㱋 

その他の 
教育機㛵 

Casa de Idiomas 15 

151 人 
(54.1%) 25.5 歳 

日本文化センター 79 
Centro Internacional de Idiomas 

(CIDI) 16 

New Learning Academy 5 

智美先生の日本ㄒ教室 9 

Idiomas CR 12 
Centro Tecnológico de Idiomas 

(CTI) 7 

Programa Institucional para el 
Adulto y Adulto Mayor (PIAM) 8 

㧗等教育 
機㛵 

コスタリカ大学 42 
123 人 
(44.9%) 21.9 歳 コスタリカ大学オクシデンテ校 39 

ナショナル大学 42 
 

4㸬ㄪ査⤖果ヲ⣽ 

ここでは先⾜研究で示されたメキシコ人学習者との比㍑を㏻して CRSのビリーフ の特

徴をぢていく。それに加え、CRS 内の「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」という

2 つのグループの特徴についても、t 検定で有意な差があると示された㡯目について㐺宜

㏙べる。ヲ細は後㏙するが、まずはこの CRS 内の 2 つのグループの検定結果を㏙べる。

用いた検定方法は t 検定で、これは 2 つのグループのある㉁問に対する回答の平均値㛫

に、統ィ的に有意な差があるかどうかを示すためのものである。データを収㞟後、t 検定

を⾜い統ィ処理をした結果、CRS 内の「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」の 2 グ

ループでは平均値㛫に 5%水準以下で、全 51 の㉁問㡯目中 9 㡯目に有意差がぢられた。

⾲ 4にそれを示す。⾲の「㧗等」の㡯目は「㧗等教育機㛵」、「その他」は「その他の教育

機㛵」に所属する学習者グループを意味し、その下の 1.81(0.76)などの数字は 1.81 が平

均値を、括弧付きのものは標準偏差である。 
同じコスタリカ人日本ㄒ学習者という属性のため、ㄪ査前の予想㏻り、有意な㐪いは

この 2 グループ㛫では少ない。松本㸦2019㸧では、コスタリカ人日本ㄒ教師とコスタリ

カで教えた経㦂のある日本人日本ㄒ教師のビリーフの㐪いをㄪ査した結果、全 51 㡯目中

27 㡯目で有意な差が明らかになったと報告した。それに比べ、本稿での「㧗等教育機㛵」

と「その他の教育機㛵」の 2 グループは同じコスタリカ人の学習者同士ということもあ

り、有意な差は少ない。しかし、教育機㛵によるビリーフの㐪いも少なからずあるとい

うことが明らかになった。4.1 以㝆、メキシコ人との比㍑に加え、この 2 グループの㐪い

もヲしくぢていく。 
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⾲ 4. CRS内の「㧗➼教⫱機㛵」と「その他の教⫱機㛵」㛫の有意差のある㡯目 

 ㉁問内容 㧗➼ その他 t値 有意☜率 

16 学習者のホ価は教師からされるべきだ。 1.81 
(0.76) 

1.60 
(0.72) -2.065 0.020 

17 わからない日本ㄒの単ㄒはかならず㎡書でㄪべるべきだ。 2.54 
(0.99) 

2.12 
(0.94) -3.358 0.000 

19 外国ㄒを学習するとき、教師に助ゝを求めるのが好きだ。 1.71 
(0.70) 

1.52 
(0.62) -2.121 0.017 

22 自分の外国ㄒ学習のどの㒊分を改善するべきかわかっている。 1.93 
(0.74) 

1.72 
(0.76) -2.044 0.021 

23 私の国の人は、日本ㄒや日本文化を知ることは㔜せだと考えてい

る。 
3.41 

(0.89) 
3.63 

(0.91) -1.734 0.042 

29 外国ㄒ学習の中で一番㔜せなのは、文法の学習である。 2.51 
(0.81) 

2.29 
(0.80) -1.976 0.025 

31 CD などで練習することは㔜せだ。 1.84 
(0.74) 

1.64 
(0.80) -1.766 0.039 

48 私の国では、日本ㄒをヰせることが㔜せだと思われている。 3.36 
(0.96) 

3.67 
(0.91) -2.498 0.007 

49 私は日本ㄒが上手にヰせるようになりたい。 1.20 
(0.54) 

1.02 
(0.14) -3.665 0.000 

 
4-1 「ゝㄒ学⩦の㐺性」 

本稿で用いた㉁問ㄪ査紙 BALLI には「ゝㄒ学習の㐺性」「ゝㄒ学習の本㉁」「ゝㄒ学習

とコミュニケーションストラテジー、教室活動」「学習動機」「教師の役割と学習者の自

律性」の 5 つのカテゴリーがある。⾲ 5〜9 は本稿でㄪ査したコスタリカ人日本ㄒ学習者

㸦CRS㸧に、㧗崎㸦2014㸧でㄪ査されたメキシコ人日本ㄒ学習者㸦以下 MXS㸧のビリー

フのデータを加え作成したものである。左端の数字は㉁問㡯目番号、右端の数値は上段

がビリーフの平均値、下段の丸括弧内が標準偏差を⾲している。ここではまず、「ゝㄒ学

習の㐺性」カテゴリーについてぢていく。 
このカテゴリーでは、CRS と MXS は同じような傾向を示しているが、㡯目 5「私の国

の人は外国ㄒ学習が得意である」では、MXS の考えは 3.06 とほぼ 3 となっているのに対

して、CRS は 2.78 と㈶成傾向である。平均値が 3 付㏆の数値ということは、その㉁問に

対して「㈶成でも反対でもどちらでもない」という中立意ぢ4か、㈶成または反対の両極

端に意ぢが揺れていることを⾲し、意ぢが両極端の場合、標準偏差値が㧗くなる。㡯目 5
の場合、MXS の標準偏差はあまり㧗くないことから、「㈶成でも反対でもどちらでもな

い」という中立意ぢが大半であると考えられる。㏫に、CRS の回答平均値は 2.78 のた

め、㈶成意ぢと中立意ぢでの回答が多く、メキシコに比べ㈶成意ぢを持っている人が多

いと思われる。 
㡯目 3「私は自分が日本ㄒを習得できると思っている」、18「私は外国ㄒ学習について

特別な才能を持っている」からは、両グループとも外国ㄒ学習について楽ほ的で自信を

持っている様子がうかがえる。特にコスタリカ人は、平均学習時㛫が 1 年 1 ヶ月にも㛵わ

                                                   
4 回答の「①強く㈶成」「②㈶成」を㈶成意ぢ、「③㈶成でも反対でもない」を中立意ぢ、「④

反対」「⑤強く反対」を反対意ぢとして扱う。 
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らず、日本ㄒ学習に強い自信を持っているようだ。 
㧗崎㸦2014:29㸧は、㡯目 18 について MXS は「他に専㛛を持ちながら外国ㄒも学習す

るには自信が必せなようで、3 カ国中最も㧗い」5と㏙べている。㧗崎㸦2014㸧の比㍑対

㇟国はメキシコ、スペイン、フィリピンの 3 カ国6である。この中でメキシコが一番㧗い

平均値を出しているため、このようなグ㏙がされているのだが、コスタリカはそれより

さらに㧗い平均値を示している。つまり CRS は外国ㄒ学習についての特別な才能を持っ

ているという自信が 4 カ国中最も㧗いとゝえるだろう。 
このカテゴリーで CRS 内の 2 つのグループ「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」

のビリーフㄪ査結果に t 検定を施したが、統ィ上の有意差は現れなかった。そのため、こ

のカテゴリーでは CRS 内の 2 グループの㐪いは確ㄆされなかった。 
 

⾲ 5.「ゝㄒ学⩦の㐺性」平均値㸦上段㸧と標準偏差㸦下段㸧 
 ㉁問内容 CRS MXS 

2 あるゝㄒは他のゝㄒに比べて易しい。日本ㄒは、①とても㞴しいゝㄒ ②㞴しい

ゝㄒ ③㞴しさは普㏻のゝㄒ ④簡単なゝㄒ ⑤とても簡単なゝㄒ 
2.33 

(0.75) 
2.37 

(0.85) 

3 私は自分が日本ㄒを習得できると思っている。 2.03 
(0.75) 

2.29 
(0.86) 

5 私の国の人は外国ㄒ学習が得意である。 2.78 
(0.77) 

3.06 
(0.89) 

12  数学や科学が得意な人は外国ㄒ学習が得意ではない。 4.19 
(0.92) 

4.31 
(0.91) 

18  私は外国ㄒ学習について特別な才能を持っている。 2.45 
(0.94) 

2.59 
(0.96) 

41  全ての人が外国ㄒを習得できる。 1.64 
(0.89) 

1.80 
(1.04) 

45  
もし 1 日に 1 時㛫ずつ日本ㄒを勉強したら、上手にヰせるまでにどれくらいかか

るか。①1 年以下 ②1〜2 年 ③3〜5 年 ④5〜10 年 ⑤1 日に 1 時㛫ではヰせ

るようにならない。 

2.51 
(0.87) 

2.90 
(0.80) 

 

4-2 「ゝㄒ学⩦の本㉁」 

次に「ゝㄒ学習の本㉁」カテゴリーを⾲ 6 にまとめる。㡯目 51「私は㊃味を楽しむよ

うに日本ㄒを学んでいる」では、両グループとも強く㈶成しているが、CRS の方がより

日本ㄒ学習を実用ではなく㊃味として捉えているようだ。 
㧗崎㸦2014:29㸧は、㡯目 9「外国ㄒを習得するためには、その文化を知ることが必せ

だ」について MXS は「外国ㄒ学習で文化を知ることの必せ性を考える割合は、3 カ国中

メキシコが最も㧗い」7と㏙べている。コスタリカもメキシコとほぼ同じ値を示してお

り、コスタリカでも文化とゝㄒ学習の繋がりを強く意㆑しているのだろう。 
CRS は、外国ㄒ学習の中で一番㔜せなことを尋ねる㉁問㡯目 20㸦ㄒ彙学習㸧、29㸦文

法学習㸧、35㸦翻ヂ学習㸧の中で、㡯目 20 のㄒ彙学習を平均値 2.06 と最も㔜せだと強

                                                   
5 㡯目 18 のスペイン平均値は 2.71、フィリピン平均値は 2.64㸦㧗崎 2014:29㸧 
6 スペインのデータは㜿㒊㸦2009㸧、フィリピンは㧗崎㸦2006㸧のものである。 
7 㡯目 9 のスペイン平均値は 2.00、フィリピン平均値は 2.14㸦㧗崎 2014:30㸧 
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く㈶成している。文法学習についても平均値 2.39 と㈶成意ぢが多く占めているが、翻ヂ

学習については平均値 3.23 と反対意ぢが多い。これらの傾向はメキシコでも同様で、㧗

崎㸦2014:30㸧でも MXS は「学習上はㄒ彙が翻ヂや文法よりも㔜せだと考えている」と

㏙べられている。 
このカテゴリーで、CRS 内の「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」㛫のビリーフ

に有意な差が示されたのは、㡯目 29「外国ㄒ学習の中で一番㔜せなのは、文法の学習で

ある」のみであった。⾲ 4 で平均値をぢてみると、「㧗等」は 2.51、「その他」は 2.29 と

なっており、「その他」グループの方が文法学習を「㧗等」グループより強く㔜せだと思

っているようだ。 
 

⾲ 6.「ゝㄒ学⩦の本㉁」平均値㸦上段㸧と標準偏差㸦下段㸧 
 ㉁問内容 CRS MXS 

6 日本ㄒの学習は生活の㉁を㇏かにする。 1.86 
(0.79) 

1.88 
(0.84) 

9 外国ㄒを習得するためには、その文化を知ることが必せだ。 1.85 
(0.91) 

1.82 
(0.89) 

14 外国ㄒ学習はその外国ㄒがヰされている国で⾜なうのが一番いい。 2.09 
(1.01) 

2.05 
(0.99) 

20 外国ㄒ学習の中で一番㔜せなのは、ㄒ彙の学習である。 2.06 
(0.85) 

2.30 
(0.89) 

29 外国ㄒ学習の中で一番㔜せなのは、文法の学習である。 2.39 
(0.81) 

2.48 
(0.90) 

30 外国ㄒを聞いて理ゎするよりもヰすほうが易しい。 3.19 
(1.05) 

3.13 
(1.12) 

34 外国ㄒ学習の方法は、他の分㔝の学習とは異なる。 1.83 
(0.84) 

2.04 
(0.96) 

35 外国ㄒ学習の中で一番㔜せなのは、自分のゝㄒからの翻ヂの学習である。 3.23 
(1.14) 

3.38 
(1.25) 

42 外国ㄒをヰすより、ㄞんだり書いたりするほうが易しい。 2.55 
(1.13) 

2.70 
(1.09) 

51 私は㊃味を楽しむように日本ㄒを学んでいる。 1.68 
(0.92) 

1.84 
(1.07) 

 

4-3 「ゝㄒ学⩦とコミュニケーションストラテジー、教室活動」 

次に「ゝㄒ学習とコミュニケーションストラテジー、教室活動」カテゴリーを⾲ 7にま

とめた。㡯目 27「外国ㄒ学習のㄗりは初期の段㝵でゞ正しなければ、後でゞ正するのは

㞴しい」では、メキシコより強く㈶成しているのがぢてとれる。MXS は平均 2.86 のた

め、中立意ぢもある程度あると思われるが、CRS は 2.38 とかなり㈶成が多い。学習初期

でもしっかりとしたゞ正を望んでいるようだ。 
㧗崎㸦2014:30㸧では、㡯目 10、17、32 の結果から、学習者自㌟がㄢすつ範につい

て、MXS は「分からないゝⴥを自分でㄪべる必せをあまり感じないで、まだ正しくゝえ

なくてもヰして積極的に参加する授業を指向している」と㏙べられている。一方 CRS は

㡯目 17、32 では、MXS より㈶成の度合いが㧗い。つまり CRS は MXS より、分からな
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いゝⴥは㎡書でㄪべ、まだ正しくゝえなくてもヰし、積極的に参加する授業をより指向

しているとゝえる。 
このカテゴリーで、CRS 内の「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」㛫のビリーフ

に有意な差が示されたのは、㡯目 17「わからない日本ㄒの単ㄒはかならず㎡書でㄪべる

べきだ」、31「CD などで練習することは㔜せだ」であった。⾲ 4 で平均値をぢてみる

と、㡯目 17 では「㧗等」2.54 と「その他」2.12、㡯目 31 では「㧗等」1.84 と「その

他」1.64 と示されている。両㡯目とも「その他」グループの方が㈶成意ぢが強い。「㧗

等」グループより、㡢声の聞き取り練習、さらに未知ㄒ彙の㎡書などによる把握を強く

望んでいるようだ。これはゝい換えれば、未知ㄒ彙を推測することによって早くㄞむよ

うなㄞゎ練習などは、あまり好まないとゝえるだろう。 
 
⾲ 7.「ゝㄒ学⩦とコミュニケーションストラテジー、教室活動」平均値と標準偏差 
 ㉁問内容 CRS MXS 

7 きれいな発㡢でヰすことが㔜せだ。 1.83 
(0.83) 

1.85 
(0.90) 

10 正しくゝえるようになるまではヰすべきではない。 3.88 
(0.96) 

4.09 
(0.95) 

13 学習者は教師のㄝ明を聞き、答えを求められたときだけ答えるべきだ。 3.44 
(1.06) 

3.53 
(1.07) 

15 日本人との日本ㄒの練習は楽しい。 1.56 
(0.73) 

1.49 
(0.72) 

17 わからない日本ㄒの単ㄒはかならず㎡書でㄪべるべきだ。 2.31 
(0.99) 

2.45 
(1.00) 

21 繰り㏉し練習することが㔜せだ。 1.29 
(0.51) 

1.52 
(0.98) 

25 他の人と日本ㄒでヰすとき、不安を感じて臆病になることがある。 2.31 
(1.08) 

2.63 
(1.19) 

26 教室で学習者同士で日本ㄒをヰしても、学習の役には立たない。 4.26 
(0.86) 

4.39 
(0.89) 

27 外国ㄒ学習のㄗりは初期の段㝵でゞ正しなければ、後でゞ正するのは㞴し

い。 
2.38 

(1.07) 
2.86 

(1.23) 

31 CD などで練習することは㔜せだ。 1.73 
(0.78) 

1.57 
(0.72) 

32 学習者が積極的に教室活動に参加するような授業は良い授業だ。 1.32 
(0.57) 

1.40 
(0.58) 

 

4-4 「学⩦動機」 

次に「学習動機」カテゴリーについてぢていく。㡯目 23「私の国の人は、日本ㄒや日

本文化を知ることは㔜せだと考えている」、48「私の国では、日本ㄒをヰせることが㔜

せだと思われている」では、両国とも自国社会での日本ㄒ、日本文化の㔜せ度は㧗くな

いと思われおり、コスタリカではそれをさらに強く感じているようだ。 
㡯目37「日本ㄒができれば、いい就職のチャンスがある」については多少考えの差が

ぢられ、MXSの方が強く㈶成を示している。コスタリカに比べメキシコには日系企業が

多いためと推測される。意外なのは、CRSも平均1.92と強い㈶成を示しているところで

ある。CRSは、コスタリカにおいて日本ㄒの㔜せ度が㧗くなく、日系企業も少ないこと
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をㄆ㆑しつつも、就職のチャンスへの期待感は持っているようだ。 
㧗崎㸦2014㸧では、㡯目37「就職のチャンスへの期待」についてメキシコの地方別・

機㛵種別での㐪いを分析している。それによると、「地方別にぢると中㒊、東㒊、㤳㒔圏

の㡰位に㧗く、機㛵種別では、大学よりもㄒ学学校のほうで意㆑が強い。中㒊では本ㄪ

査の前後に日系企業の㐍出が本格化」㸦p.32㸧した影㡪があるのではと㏙べられている。     
本稿では「㧗等教育機㛵」と「その他の教育機㛵」㸦㧗崎㸦2014㸧での「ㄒ学学校」に

あたる㸧のビリーフの差をt検定を用いて明らかにしているが、㡯目37に㛵しては有意差

は示されていない。有意差が示されていないため、⾲4にビリーフ結果ヲ細は㍕せていな

いが、㡯目37の「㧗等」は平均値1.90・標準偏差0.74、「その他」では平均値1.93・標準

偏差0.91となっている。ⱝ干「㧗等」グループの方が㈶成意ぢが強いが、日系企業が少

ないコスタリカでは機㛵種別での差はほとんどないとゝって良い。 
このカテゴリー内でCRSの「㧗等」と「その他」グループに有意差が出た㡯目は、23

「私の国の人は、日本ㄒや日本文化を知ることは㔜せだと考えている」、48「私の国では、

日本ㄒをヰせることが㔜せだと思われている」、49「私は日本ㄒが上手にヰせるようにな

りたい」である。日本ㄒの㔜せさを聞く㉁問の㡯目23と48をぢてみると8、両㡯目とも

「その他」グループの方が否定へ傾いている。つまり、「その他」グループの学習者は、

日本ㄒの㔜せさはコスタリカでは低いと「㧗等」グループより強く思っているが、安く

ない授業料を払ってㄒ学教室に㏻っているということである。 
 

⾲ 8.「学⩦動機」平均値㸦上段㸧と標準偏差㸦下段㸧 
 ㉁問内容 CRS MXS 

23 私の国の人は、日本ㄒや日本文化を知ることは㔜せだと考えている。 3.53 
(0.90) 

3.47 
(0.99) 

37 日本ㄒができれば、いい就職のチャンスがある。 1.92 
(0.84) 

1.74 
(0.91) 

38 私は日本人の友人を作りたい。 1.43 
(0.60) 

1.41 
(0.70) 

40 外国の文化について知りたい場合、外国ㄒを学習しなくても自分のゝㄒで

多くのことを知ることができる。 
3.45 

(1.08) 
3.62 

(1.13) 

48 私の国では、日本ㄒをヰせることが㔜せだと思われている。 3.53 
(0.95) 

3.38 
(1.08) 

49 私は日本ㄒが上手にヰせるようになりたい。 1.10 
(0.38) 

1.09 
(0.38) 

50 日本ㄒを学ぶだけでなく、いつか教えたいと思う。 2.67 
(1.21) 

2.26 
(1.20) 

  

4-5 「教師の役割と学⩦⪅の⮬律性」 

次に「教師の役割と学習者の自律性」カテゴリーについてぢていく。㧗崎㸦2014:32㸧
では、MXS は「教師の助ゝや指導を好むようである㸦㡯目 19、36㸧。さらに「教師に目

標をタ定してもらい教師のゝうとおりに勉強すれば上㐩が早くなる」と感じている㸦㡯

                                                   
8 㡯目 23 では「㧗等」平均値 3.41「その他」3.63、㡯目 48 では「㧗等」平均値 3.36「その

他」3.67 
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目 8、11、24㸧など、自律学習の指向は強くない」と㏙べられている。⾲ 9をぢると、㡯

目 19、36、8、11、24 の平均値は MXS に比べ CRS の方が全ての㡯目において㈶成意ぢ

へ傾いている。つまり、CRSはMXS に比べさらに教師の助ゝや指導を好み、教師に目標

をタ定してもらい教師のゝうとおりに勉強すれば上㐩が早くなると思っており、自律学

習の指向は強くないとゝえるだろう。ゝㄒ学習に対して教師に依存、または教師に対し

そのような期待を持っていることがうかがえる。 
このカテゴリー内で CRS の「㧗等」と「その他」グループに有意差が出た㡯目は、16

「学習者のホ価は教師からされるべきだ」、19「外国ㄒを学習するとき、教師に助ゝを

求めるのが好きだ」、22「自分の外国ㄒ学習のどの㒊分を改善するべきかわかってい

る」である。3 つの㡯目全てで「その他」グループが「㧗等」グループより強く㈶成して

おり、教師に対する依存的な考えは「その他」グループの方が強いとゝえる。 
 

⾲ 9.「教師の役割と学⩦⪅の⮬律性」平均値㸦上段㸧と標準偏差㸦下段㸧 
 ㉁問内容 CRS MXS 

1 外国ㄒ学習に成功するにはいい教師が必せだ。 1.53 
(0.76) 

1.60 
(0.80) 

4 教師による定期的なヨ㦂は学習者にとって助けになる。 1.63 
(0.72) 

1.70 
(0.80) 

8 教師が学習到㐩目標をタ定しなければならない。 1.59 
(0.66) 

1.88 
(0.85) 

11 教師にどのように学習を㐍めるべきか教えてほしい。 1.51 
(0.59) 

1.83 
(0.81) 

16 学習者のホ価は教師からされるべきだ。 1.70 
(0.75) 

1.67 
(0.75) 

19 外国ㄒを学習するとき、教師に助ゝを求めるのが好きだ。 1.60 
(0.66) 

1.77 
(0.83) 

22 自分の外国ㄒ学習のどの㒊分を改善するべきかわかっている。 1.81 
(0.76) 

1.88 
(0.83) 

24 教師のゝう㏻り勉強すれば外国ㄒの上㐩が早くなる。 1.86 
(0.72) 

1.98 
(0.76) 

28 自分の㛫㐪いを自分でチェックするとき、一番学習できる。 2.77 
(0.91) 

2.81 
(0.95) 

33 教師は学習者を一生懸命学習させなければならない。 1.41 
(0.66) 

1.63 
(0.78) 

36 教師に自分がどのくらい外国ㄒ学習が㐍んだか教えてほしい。 1.61 
(0.68) 

1.82 
(0.82) 

39 教師に自分の外国ㄒ学習上の問㢟点や困㞴点を教えてほしい。 1.36 
(0.53) 

1.54 
(0.93) 

43 はっきりとした目的があれば外国ㄒの上㐩が早くなる。 1.89 
(0.81) 

1.87 
(0.86) 

44 日本ㄒを習うことはその文化を研究するためだけでなく、社会、政治、科

学技⾡等を研究するためにも助けになる。 
2.07 

(0.94) 
2.04 

(0.89) 

46 教師は学習者がよく勉強するように動機付けるべきだ。 1.38 
(0.60) 

1.55 
(0.72) 

47 教師は学習者の学習環境を整えるべきだ。そうして学習者のサポートを続

けるべきだ。 
1.52 

(0.65) 
1.60 

(0.70) 
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5㸬まとめ 

最後に、CRS のビリーフの特徴をまとめる。今回のㄪ査協力 CRS は、日本ㄒの習得に

は毎日勉強したとしても 2〜5 年かかると思っているが、自らのゝㄒ習得能力には強い自

信を持っており、楽ほ的な㠃がぢられる。外国ㄒ学習で文化を知ることの必せ性を感じ

ており、文化とゝㄒ学習の繋がりを強く意㆑しているようだ。学習の中でㄒ彙学習を最

も㔜せだと考え、文法学習が次いで㔜せだと思われている。「その他」グループは「㧗

等」グループに比べ、文法学習を㔜せだと思う割合が㧗い。翻ヂ学習には否定的であま

り好ましく思っていない。ㄗりは学習初期段㝵でのゞ正を望み、ㄒ彙学習を㔜どしてい

るため、分からない単ㄒは㏲一㎡書でㄪべ、学習者が積極的に参加する授業を指向して

いる。「その他」グループは「㧗等」グループより、㡢声の聞き取り練習、分からない

単ㄒの㎡書による把握を望む割合が㧗い。 
CRSは、コスタリカにおいて日本ㄒの㔜せ度が㧗くなく、日系企業も少ないことをㄆ

㆑しつつも、就職のチャンスへの期待感は持っている。「その他」グループの学習者は、

日本ㄒの㔜せさはコスタリカでは低いと「㧗等」グループより強く思っているが、自ら

授業料を払ってㄒ学教室に㏻っている。 
佐⸨㸦2017㸧は、メキシコ人学習者の学習動機や興味を分析している。そのなかで、

学習歴1年未満と学習歴1年以上2年未満のグループの興味の㐪いにゝ及し、1年未満のグ

ループのみに「新奇性㸦日本ㄒの文字が「新しい」ものとしてだけではなく、「ほかには

ない珍しい、特別な」もの㸧によって興味として現れている」㸦p.106㸧と㏙べている。

本稿のCRSも多くは1年未満の学習者のため、佐⸨㸦2017㸧と同じく、CRSもコスタリ

カ社会での日本ㄒの㔜せ度が低いからこそ、日本ㄒに「新奇性」を感じ学んでいるので

はないだろうか。コスタリカでの学習動機に㛵する研究はされていないため、これは今

後のㄢ㢟とする。 
CRS は教師の助ゝや指導を好み、教師に目標をタ定してもらい教師のゝうとおりに勉

強すれば上㐩が早くなると思っており、自律学習の指向は強くないとゝえる。CRS はゝ

ㄒ学習に対して教師に依存、またはその期待を持っていることがうかがえる。教師に対

する依存的な考えは「その他」グループの方が「㧗等」グループより強い。先⾜研究で

も示唆された㏻り、教育機㛵種別により、学習者のビリーフの特徴に㐪いが確ㄆされ

た。コスタリカでは、日本ㄒ教師不㊊により、教師が機㛵の掛け持ちをすることが珍し

くないが、機㛵により授業スタイルを多少変える必せがあると思われる。 
CRS は㊃味としての日本ㄒ学習を強く意㆑しており、これは日本ㄒに実用目的がない

ためであり、そのため日本ㄒ学習を楽ほ的に捉えているようである。CRS の日本ㄒや日

本文化への興味は㧗いが、コスタリカ社会での実用可能性は少ない。そのため㊃味とし

ての意㆑が強く、学習者のほとんどが初級者で学習が継続しない。コスタリカの現状を

ぢれば、日本国内の日本ㄒ教育や日本ㄒ教育が盛んな海外とは㐪う日本ㄒ教育を意㆑し

たコース・授業デザインが必せになってくるだろう。 
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